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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第41期

第２四半期
連結累計期間

第42期
第２四半期
連結累計期間

第41期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (千円) 4,238,966 4,014,775 8,791,833

経常損失（△） (千円) △88,919 △83,074 △72,866

親会社株主に帰属する四半期(当期)
純損失（△）

(千円) △121,826 △657,952 △149,056

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △134,999 △658,231 △136,787

純資産額 (千円) 1,751,285 975,942 1,691,836

総資産額 (千円) 8,208,383 7,644,590 8,409,979

１株当たり四半期(当期)純損失（△） (円) △12.68 △73.19 △15.52

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.3 12.8 20.1

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) △48,950 △75,315 235,353

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △123,455 △64,801 △30,484

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 137,576 △143,373 49,364

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 343,617 349,189 632,680
 

 

回次
第41期

第２四半期
連結会計期間

第42期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年７月１日
至 平成28年９月30日

自 平成29年７月１日
至 平成29年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） (円) △7.52 △58.42
 

(注) １．　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．　第41期第２四半期連結累計期間、第42期第２四半期連結累計期間及び第41期の潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

　主要な関係会社については、平成29年５月26日付で株式会社神明が当社の議決権割合19.92％にあたる株式を取得

し、かつ実質影響力基準により、株式会社神明が当社のその他の関係会社に該当することとなりました。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

（１）業績の状況

当第２四半期におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善などにより、全体として緩やかな回復基調が

見られました。一方で、個人消費の抑制傾向は継続しており、低価格商品や節約への志向も強まっております。こ

のため、価格競争が激しくなるなど経営環境は依然として不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは、主力事業である個人宅配において、引き続き販売体制の強化を図り、売上

高、受注の増加を目指すことで、安定した売り上げの確保に努めてまいります。

結果、売上面では、主力のメニュー商品売上高については、38億64百万円（前年同四半期比94.5％）になり、特

売商品売上高については、１億49百万円（前年同四半期比100.1％）になりました。

利益面につきましては、当第２四半期においては、仕入価格は概ね安定しておりましたが、人件費等の増加によ

り製造コストが上昇したことで、売上原価率は62.3％と前年同四半期に比べ1.2ポイント増加しました。

他方、販売体制においては宅配コースの見直しに着手し、販売効率の改善を図ることで、販売費及び一般管理費

は、前年同四半期に比べ１億35百万円減少し、15億80百万円となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は40億14百万円（前年同四半期比94.7％）、経常損

失は83百万円（前年同四半期は88百万円の経常損失）になりました。また、減損損失５億27百万円を計上したこと

もあり、親会社株主に帰属する四半期純損失は６億57百万円（前年同四半期は１億21百万円の親会社株主に帰属す

る四半期純損失）になりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、３億49百万円になりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果、減少した資金は75百万円（前年同四半期は48百万円の減

少）になりました。この主な内訳として、減損損失５億27百万円等がありましたが、税金等調整前四半期純損失

６億28百万円等により資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果、減少した資金は64百万円（前年同四半期は１億23百万円

の減少）になりました。この主な内訳として、有形固定資産の取得による支出56百万円等により資金が減少した

ことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果、減少した資金は１億43百万円（前年同四半期は１億37百

万円の増加）になりました。この主な内訳として、長期借入金の返済による支出７億37百万円、リース債務の返

済による支出47百万円、配当金の支払額57百万円等により資金が減少しましたが、短期借入金の純増加額７億円

等により増加したことによるものであります。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（４）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、13百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成29年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成29年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,856,669 11,856,669

東京証券取引所
(市場第二部)

名古屋証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は
100株であります。

計 11,856,669 11,856,669 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年９月30日 ― 11,856,669 ― 1,148,010 ― 211,806
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(6) 【大株主の状況】

平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社神明 神戸市中央区栄町通六丁目1-21 1,900 16.02

ショクブン取引先持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 1,248 10.52

川瀬　公 名古屋市千種区 413 3.48

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7-1 131 1.11

第一生命保険株式会社
（常任代理人　資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

東京都千代田区有楽町一丁目13-1
（東京都中央区晴海一丁目8-12　晴海アイラ
ンドトリトンスクエアオフィスタワーＺ棟）

117 0.99

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目2-1 99 0.84

ショクブン社員持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 94 0.79

株式会社名古屋銀行 名古屋市中区錦三丁目19-17 92 0.78

愛知スズキ販売株式会社 名古屋市南区南野一丁目72 90 0.76

ショクブン役員持株会 名古屋市守山区向台三丁目1807 85 0.72

計 ― 4,273 36.04
 

（注）　上記のほか当社所有の自己株式2,252千株（18.99％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

    平成29年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

― ―
普通株式 2,252,600

完全議決権株式(その他) 普通株式   ―

単元未満株式 普通株式  ― 一単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 11,856,669 ― ―

総株主の議決権 ―  ―
 

 
② 【自己株式等】

  平成29年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 名古屋市守山区向台
三丁目1807番地

2,252,600 ― 2,252,600 19.0
株式会社ショクブン

計 ― 2,252,600 ― 2,252,600 19.0
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　(1)退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

専務取締役 仕入製造担当 熊谷　勝利 平成29年９月14日

常務取締役 総務部長 小川　典秀 平成29年９月14日

取締役 相談役 川瀬　　公 平成29年９月14日

取締役 仕入製造部長(製造担当) 市川　房男 平成29年９月14日

取締役 法人部長 寺田栄一朗 平成29年９月14日

取締役 仕入製造部長(仕入担当) 加藤　康洋 平成29年９月14日

取締役（監査等委員）  走井　新五 平成29年９月14日
 

 

　(2)異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性７名　女性―名　(役員のうち女性の比率―％)
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平成

29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 791,362 514,331

  受取手形及び売掛金 58,518 57,545

  原材料及び貯蔵品 135,024 139,778

  繰延税金資産 1,388 1,125

  その他 39,565 53,274

  貸倒引当金 △1,007 △1,007

  流動資産合計 1,024,852 765,048

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,201,963 1,013,967

   土地 5,236,784 4,941,506

   その他（純額） 248,100 209,359

   有形固定資産合計 6,686,849 6,164,833

  無形固定資産 74,277 65,836

  投資その他の資産   

   投資有価証券 162,842 180,683

   退職給付に係る資産 209,247 219,119

   繰延税金資産 1,572 2,673

   その他 250,337 246,395

   投資その他の資産合計 624,000 648,871

  固定資産合計 7,385,126 6,879,541

 資産合計 8,409,979 7,644,590

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 376,006 284,736

  短期借入金 1,200,000 1,900,000

  1年内返済予定の長期借入金 1,392,348 1,212,080

  未払法人税等 72,285 37,389

  賞与引当金 51,220 50,453

  その他 715,565 835,672

  流動負債合計 3,807,425 4,320,331

 固定負債   

  長期借入金 2,629,795 2,072,252

  退職給付に係る負債 4,885 4,680

  資産除去債務 25,218 25,475

  繰延税金負債 104,354 111,392

  その他 146,462 134,515

  固定負債合計 2,910,717 2,348,316

 負債合計 6,718,142 6,668,647
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,148,010 1,148,010

  資本剰余金 1,488,147 1,488,147

  利益剰余金 131,092 △584,484

  自己株式 △1,111,025 △1,111,063

  株主資本合計 1,656,224 940,609

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,805 14,093

  退職給付に係る調整累計額 30,806 21,239

  その他の包括利益累計額合計 35,612 35,333

 純資産合計 1,691,836 975,942

負債純資産合計 8,409,979 7,644,590
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 4,238,966 4,014,775

売上原価 2,590,071 2,499,295

売上総利益 1,648,895 1,515,480

販売費及び一般管理費 ※１  1,715,950 ※１  1,580,781

営業損失（△） △67,055 △65,301

営業外収益   

 受取利息 1,478 250

 受取配当金 1,769 1,913

 投資有価証券運用益 146 2,586

 その他 4,510 4,086

 営業外収益合計 7,905 8,836

営業外費用   

 支払利息 29,394 25,730

 その他 374 878

 営業外費用合計 29,768 26,608

経常損失（△） △88,919 △83,074

特別損失   

 事業閉鎖損失引当金繰入額 - 18,645

 減損損失 - ※２  527,066

 特別損失合計 - 545,711

税金等調整前四半期純損失（△） △88,919 △628,786

法人税、住民税及び事業税 25,662 22,843

法人税等調整額 7,245 6,322

法人税等合計 32,907 29,165

四半期純損失（△） △121,826 △657,952

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △121,826 △657,952
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純損失（△） △121,826 △657,952

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △1,435 9,287

 退職給付に係る調整額 △11,737 △9,567

 その他の包括利益合計 △13,172 △279

四半期包括利益 △134,999 △658,231

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △134,999 △658,231
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純損失（△） △88,919 △628,786

 減損損失 - 527,066

 減価償却費 93,664 97,416

 長期前払費用償却額 395 274

 賞与引当金の増減額（△は減少） △6,709 △766

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 639 -

 退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △24,559 △23,256

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △727 △579

 受取利息及び受取配当金 △3,248 △2,163

 支払利息 29,394 25,730

 投資有価証券運用損益(△は益) △146 △2,586

 投資有価証券売却損益（△は益） - -

 売上債権の増減額（△は増加） △3,823 973

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,787 △4,753

 仕入債務の増減額（△は減少） △56,769 △91,270

 未払金の増減額（△は減少） 131,248 86,434

 前受金の増減額（△は減少） △30,149 2,522

 未払消費税等の増減額（△は減少） △7,210 20,113

 その他 △22,546 △3,307

 小計 12,319 3,061

 利息及び配当金の受取額 2,261 1,843

 利息の支払額 △30,332 △25,882

 法人税等の支払額 △33,199 △54,338

 営業活動によるキャッシュ・フロー △48,950 △75,315

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △37,800 △37,800

 定期預金の払戻による収入 79,962 30,140

 有形固定資産の取得による支出 △158,885 △56,460

 無形固定資産の取得による支出 △4,197 △3,710

 投資有価証券の取得による支出 △5,996 △5,996

 投資有価証券の売却による収入 - 4,100

 投資有価証券の償還による収入 700 -

 差入保証金の回収による収入 - 5,726

 その他 2,760 △802

 投資活動によるキャッシュ・フロー △123,455 △64,801

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 120,000 700,000

 長期借入れによる収入 750,000 -

 長期借入金の返済による支出 △626,924 △737,811

 社債の償還による支出 △23,000 -

 リース債務の返済による支出 △44,200 △47,875

 自己株式の純増減額（△は増加） △23 △37

 配当金の支払額 △38,275 △57,648

 財務活動によるキャッシュ・フロー 137,576 △143,373

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △34,829 △283,490

現金及び現金同等物の期首残高 378,447 632,680

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  343,617 ※  349,189
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【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目別内訳は、次のとおりであります。

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

 
　(自 平成28年４月１日
　 至 平成28年９月30日)

　(自 平成29年４月１日
　 至 平成29年９月30日)

販売促進費 130,322 千円 82,745 千円

給料及び手当 898,031 千円 815,038 千円

賞与引当金繰入額 27,769 千円 37,788 千円

退職給付費用 △160 千円 548 千円

福利厚生費 155,536 千円 157,401 千円

減価償却費 57,929 千円 53,103 千円

燃料水道光熱費 66,261 千円 70,440 千円
 

 

※２　減損損失

前第２四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日)

　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日)

　　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しました。

場所 用途 種類

東京都町田市他 支社・営業所 土地・建物及び構築物・その他(有形固定資産)・無形固定資産

大阪府茨木市他 支社・営業所 建物及び構築物・その他(有形固定資産)・無形固定資産

京都市南区他 支社・営業所 土地・建物及び構築物・その他(有形固定資産)・無形固定資産

滋賀県大津市 支社・営業所 土地・その他(有形固定資産)
 

当社グループは食品事業における管理会計上の区分に基づき、キャッシュ・フローを生み出す最少単位として支社を

基本単位にグルーピングしております。

商圏からの撤退を意思決定した支社及び事業活動による収益性が著しく低下した支社について、帳簿価額を回収可能

価額まで減額し、当該減少額を減損損失(527,066千円)として特別損失に計上しております。その内訳は、土地342,447

千円、建物及び構築物152,804千円、その他(有形固定資産)26,662千円、無形固定資産5,152千円であります。

なお、回収可能額を正味売却価額より測定しており、主要な建物及び土地においては不動産鑑定士による鑑定評価額

により評価しております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。　

 前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

 
　(自 平成28年４月１日
　 至 平成28年９月30日)

　(自 平成29年４月１日
　 至 平成29年９月30日)

現金及び預金勘定 508,964 千円 514,331 千円

預入預金が３か月を超える
定期預金

△165,347 千円 △165,141 千円

現金及び現金同等物 343,617 千円 349,189 千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 38,416 4.0 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月31日
取締役会

普通株式 57,625 6.0 平成28年９月30日 平成28年11月30日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 57,624 6.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、食品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日)

１株当たり四半期純損失(△) △12円68銭 △68円51銭

 (算定上の基礎)   

親親会社株主に帰属する四半期純損失(△)　(千円) △121,826 △657,952

   普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
(△)　(千円)

△121,826 △657,952

    普通株式の期中平均株式数(株) 9,604,189 9,604,098
 

(注)　前第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、１株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

 

平成29年11月14日

株式会社ショクブン

取締役会　御中
 

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   松　　井　　夏　　樹   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   今　　泉　　　　　誠   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ショク

ブンの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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